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常任委員会報告もっと知
りたい

ちっごの
課題

提出さ
れた議

案を

くわし
く審査

！

委
員
会
で
は
、
３
議
案
に

つ
い
て
審
査
し
た
。
補
正
予

算
１
件
、
専
決
処
分
の
承
認

１
件
は
全
員
賛
成
に
て
可

決
。
議
員
提
案
に
よ
る
条
例

改
正
１
件
に
つ
い
て
は
賛
成

多
数
で
継
続
審
査­

と
な
っ

た
。専

決
処
分
の
承
認
（
筑
後

市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て
）は
、

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
条

例
改
正
し
た
も
の
。

委
員
か
ら
は
「
地
価
が
下

落
す
れ
ば
、
税
額
は
下
が
る

と
考
え
て
い
た
が
」
と
の
質

問
に
「
下
落
傾
向
な
の
で
、

特
例
で
税
額
を
抑
え
て
い
た

も
の
を
廃
止
し
税
額
を
増
や

す
一
面
も
あ
る
」
ま
た
「
わ

が
町
特
例
の
減
収
分
と
交
付

税
措
置
の
関
係
は
」
と
の
質

委
員
会
で
は
、
補
正
予
算

１
件
を
審
査
し
、
全
員
賛
成

に
て
可
決
し
た
。

商
工
費
の
観
光
事
業
に
要

す
る
経
費
の
中
で
、
筑
後
七

国
商
工
観
光
推
進
協
議
会
が

実
施
す
る
筑
後
七
国
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
事
業
が
、
財
団
法

人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ

委
員
会
で
は
、
条
例
４
件

補
正
予
算
２
件
、
規
約
変
更

１
件
、
専
決
処
分
承
認
１
件

に
つ
い
て
審
査
し
た
。

筑
後
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て
は
、
国
民

健
康
保
険
税
の
医
療
分
に
つ

問
に
「
わ
が
町
特
例
の
交
付

税
措
置
は
一
定
の
特
例
割
合

で
計
算
さ
れ
る
の
で
、
交
付

税
に
は
影
響
し
な
い
と
考
え

る
。
軽
減
措
置
を
す
れ
ば
そ

の
分
減
収
と
な
る
」
と
答
弁

が
あ
っ
た
。「
廃
屋
に
な
っ

た
土
地
を
特
例
で
課
税
し
て

い
る
が
、
措
置
の
考
え
は
」

と
の
質
問
に
「
危
険
家
屋
に

つ
い
て
は
個
人
所
有
な
の
で

強
制
力
が
な
い
。
庁
内
で
今

後
議
論
し
て
い
く
課
題
だ
と

考
え
る
」と
答
弁
が
あ
っ
た
。

議
員
提
案
の
議
員
の
定
数

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

は
、
委
員
か
ら
「
16
名
は
人

い
て
、
過
去
３
年
間
の
実
績

に
基
づ
き
、
資
産
割
を
10
％

か
ら
５
％
に
引
き
下
げ
、
そ

れ
に
見
合
う
分
と
し
て
所
得

割
を
７
・
６
％
か
ら
７
・
９
％

に
引
き
上
げ
る
も
の
。
ま
た
、

介
護
分
は
23
年
度
に
既
に
不

足
が
生
じ
て
い
る
。
24
年
度

か
ら
は
後
期
高
齢
者
支
援
金

の
拠
出
も
不
足
が
生
じ
る
こ

と
か
ら
、
介
護
納
付
金
課
税

額
分
に
係
る
所
得
割
を
１
・

９
％
か
ら
２
・
１
％
に
、
均

等
割
を
８
，
０
０
０
円
か
ら

９
，
０
０
０
円
に
、
後
期
高

齢
者
支
援
金
等
課
税
額
分
に

口
３
，
０
０
０
人
に
１
人
で

計
算
さ
れ
た
も
の
。
地
域
性

も
あ
る
。
数
だ
け
で
な
く

定
数
の
議
論
を
す
べ
き
だ
」

「
議
員
は
行
政
と
の
パ
イ
プ

役
だ
。
市
民
の
意
向
も
調
査

す
べ
き
で
は
。
次
期
の
改
選

ま
で
に
方
向
性
を
出
せ
れ
ば

い
い
の
で
は
」「
人
口
４
万

～
６
万
人
の
自
治
体
で
の
平

均
は
２
，
６
０
０
人
。
数
字

は
ど
こ
を
取
る
か
で
変
わ

る
。
慎
重
に
調
査
研
究
し
て

結
論
を
出
し
て
も
良
い
の
で

は
。
継
続
審
査
を
お
願
い
し

た
い
」な
ど
の
意
見
が
あ
り
、

次
回
の
議
会
に
向
け
て
継
続

審
査
と
な
っ
た
。　
　
　

係
る
所
得
割
を
２
・
２
％
か

ら
２
・
５
％
に
改
正
す
る
も

の
。委

員
か
ら
「
２
，
０
０

０
万
円
の
基
金
へ
の
繰
出
し

や
資
産
割
を
下
げ
た
事
は
評

価
す
る
。
し
か
し
、
さ
ら
な

る
引
き
上
げ
を
懸
念
し
て
い

る
。
増
減
の
世
帯
数
は
ど
れ

く
ら
い
か
」
と
の
質
問
に

「
税
額
は
24
年
５
月
の
試
算

段
階
で
、
資
産
割
対
象
世
帯

は
、
３
，
６
６
０
世
帯
、
非

対
象
世
帯
は
３
，
８
４
１
世

帯
。
そ
の
結
果
、
税
額
が
減

に
な
る
世
帯
１
，
２
６
０
世

帯
、
増
に
な
る
世
帯
５
，
０

６
０
世
帯
。
影
響
が
な
い
世

帯
が
１
，
１
８
１
世
帯
」
と

答
弁
が
あ
っ
た
。
採
決
の
結

果
、
賛
成
多
数
に
て
原
案
可

決
し
た
。

平
成
24
度
筑
後
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
第

一
条
中
歳
出
３
款
は
、
採
決

の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案

可
決
。
筑
後
市
印
鑑
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

他
３
議
案
は
、
全
員
賛
成
に

て
原
案
可
決
し
た

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
決

定
し
た
た
め
、
同
協
議
会
へ

の
補
助
金
を
計
上
す
る
も

の
。助

成
事
業
は
１
０
０
％
補

助
で
２
０
０
万
円
の
交
付
が

あ
り
、
筑
後
市
の
負
担
は
な

い
。
筑
後
七
国
の
七
市
町
の

主
要
箇
所
に
ス
タ
ン
プ
を
準

備
し
、
参
加
者
に
ス
タ
ン
プ

を
集
め
て
も
ら
う
と
い
う
内

容
。
実
施
の
時
期
は
９
月
か

ら
来
年
の
１
月
ま
で
を
予
定

し
て
お
り
、
筑
後
七
国
の
魅

力
、
文
化
を
地
域
内
外
に
広

く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
企
画

し
て
い
る
。

ま
た
所
管
事
務
調
査
と
し

て
、
山
ノ
井
長
浜
線
道
路
改

良
事
業
と
溝
口
ふ
れ
あ
い
広

場
の
現
地
視
察
を
行
っ
た
。

　

山
ノ
井
長
浜
線
の
整
備
に

よ
っ
て
、
筑
後
市
内
の
東
西

の
流
動
性
向
上
に
な
り
、
国

道
２
０
９
号
線
野
町
交
差
点

改
良
新
設
事
業
と
あ
わ
せ
て

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
更

な
る
利
便
性
を
得
る
も
の
。

溝
口
ふ
れ
あ
い
広
場
は
、

以
前
産
業
廃
棄
物
処
理
場
と

し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
土
地

を
、
地
元
で
利
用
で
き
る
よ

う
に
整
備
し
た
も
の
で
、
地

元
住
民
で
管
理
し
、
ヘ
リ

ポ
ー
ト
を
設
置
し
て
い
る
。

総務文教委員会
委員長

五十嵐多喜子

建設経済委員会
委員長

松竹　秀樹

厚生委員会
委員長

山下　秀則

議員定数は？～継続審査で議論～

７
月
か
ら
外
国
人
の
住
民
基
本
台
帳
制
度
が
ス
タ
ー
ト

～
印
鑑
登
録
も
可
能
に
～

筑後七国の魅力、文化を発信！
～9月からスタンプラリーはじまる～

2
0
9
号
線
改
良
工
事
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ら
な
る
利
便
性
を
期
待


